
議第13号議案 

核兵器や戦争のない世界の構築に向けて、主導的役割を果たすこと

を求める意見書の提出 

 核兵器や戦争のない世界の構築に向けて、主導的役割を果たすことを求め、関

係行政機関等へ意見書を提出したいので、次のとおり提出する。  
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   核 兵 器 や 戦 争 のな い 世 界の 構 築 に向 け て 、 主 導的 役 割 を果 た す こと     

を 求 め る 意 見書  

 

2021年 １ 月 、核 兵 器 禁止 条 約 が発 効 さ れ、 こ の 条 約 によ り 、 核兵 器 と いう も の

が 国 際 連 合 憲章 、 国 際法 、 国 際 人道 法 、国 際 人 権 法 のい ず れ にも 反 す る もの で あ

り 、 核 兵 器 の開 発 と 実験 は も と より 製 造と 保 有 か ら 使用 と 威 嚇に 至 る ま で一 切 の

例 外 を 許 さ ず禁 止 さ れ、 核 兵 器 は地 球 上に 存 在 し 続 けて は な らな い 兵 器 であ る こ

と が 明 確 に 規定 さ れ た。  

横 浜 市 会 に おい て も 、 2017年 ３月 に は 核兵 器 の な い 世界 の 実 現を 強 く 求め る 決

議 を 行 い 、 決議 文 を 核兵 器 禁 止 条約 交 渉会 議 に 届 け ると と も に、 2018年 ６ 月 に は

全 会 一 致 で 横浜 市 国 際平 和 の 推 進に 関 する 条 例 を 制 定し 、 こ れら を 踏 ま えて 市 長

は 2018年 10月に 核 兵 器を 禁 止 し 廃絶 す る条 約 を 結 ぶ こと を 全 て の 国 に 求 める ヒ バ

ク シ ャ 国 際 署名 に 署 名し た 。 そ して 、 2021年 ３ 月 に は、 核 兵 器禁 止 条 約 発効 を 契

機 と し 、 核 兵器 の な い世 界 の 実 現に 向 けて 主 導 的 役 割を 果 た すこ と を 求 める 意 見

書 を 衆 参 両 議長 、 内 閣総 理 大 臣、 外 務 大臣 宛 て に 提 出し た 。  

核 兵 器 禁 止 条約 の 発 効か ら ４ 年が 経 過 する 中 で 、 ロ シア に よ るウ ク ラ イナ 侵 略

や 中 東 に お ける 軍 事 衝突 が 深 刻 化し て おり 、 核 兵 器 使用 が 具 体的 か つ 現 実的 な 選

択 肢 の 一 つ であ る こ とを 示 唆 され る と いう 憂 慮 す べ き事 態 が 発生 し て いる 。  

新 た な 核 兵 器使 用 の リス ク に 世界 が 直 面し て い る 今 、 我 が 国 は被 爆 80年目 の 節

目 を 迎 え る 。 80年 前 の核 被 爆 に より 言 葉に 尽 く せ ぬ 苦し み を 抱え る 人 々 を内 包 し

共 に 歩 ん で きた 我 が 国は 、 核 兵 器廃 絶 の実 現 に 向 け 特別 な 役 割を 果 た せ る稀 有 な

国 で あ る 。 さ ら に 、 20 2 4年 12月 に日 本 原 水 爆被 害 者 団 体 協議 会 が ノー ベ ル 平和 賞

を 受 賞 し た こと は 、 核兵 器 廃 絶 に向 け た世 界 へ の 強 いメ ッ セ ージ に な る と確 信 す

る も の で あ る。  

よ っ て 、 国 にお か れ ては 、 核 兵器 を め ぐる 情 勢 が 混 迷の 様 相 を呈 す る 今こ そ 、

唯 一 の 戦 争 被爆 国 と して 、 核 兵 器の な い世 界 、 そ し て戦 争 の ない 世 界 へ の構 築 に

向 け て 主 導 的役 割 を 果た す よ う強 く 要 請す る 。  

 こ こ に 横 浜市 会 は 、全 会 一 致 をも っ て、 地 方 自 治 法第 99条 の規 定 に よ り意 見 書

を 提 出 す る 。  

 

   令 和 ７年 ３ 月 25日  

 

 

 



宛 て  

衆 議 院 議 長 
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内 閣 総 理 大 臣   

外 務 大 臣  

 

横 浜 市 会 議 長     

鈴  木  太  郎   
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